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十
三
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
の
補
助
額

を
拡
大
す
る
根
拠
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

会
社 

人
間
ド
ッ
ク
の
料
金
水
準
が
四
万
円
程

度
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
福
利
厚
生
の
観

点
で
増
額
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

十
二
、
被
服
類
の
貸
与
品
に
つ
い
て
、

制
帽
の
み
を
増
貸
与
す
る
理
由
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

会
社 

既
に
制
帽
を
除
く
制
服
は
複
数
貸
与
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
制
帽
を
含
め
て
複

数
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
勤
務
地
外
勤
務

等
の
際
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
と
し
た
。 

組
合 

制
帽
以
外
の
被
服
類
及
び
社
章
・
氏
名

札
な
ど
の
増
貸
与
は
出
来
な
い
の
か
。 

会
社 

被
服
類
に
つ
い
て
は
、
各
枚
数
を
貸
与

し
て
お
り
増
貸
与
の
予
定
は
現
時
点
で
無
い
。

当
社
の
被
服
類
に
つ
い
て
は
レ
ン
タ
ル
品
で
あ

る
。
社
章
や
氏
名
札
に
つ
い
て
も
増
貸
与
の
予

定
は
現
時
点
で
無
い
。 

組
合 

勤
務
が
続
い
た
場
合
な
ど
で
ワ
イ
シ
ャ

ツ
の
長
袖
な
ど
洗
濯
が
間
に
合
わ
な
い
及
び
サ

ー
ビ
ス
業
で
汚
い
物
を
着
用
す
る
の
は
無
い
と

思
う
。
お
客
さ
ま
に
不
快
感
を
与
え
る
。 

会
社 

増
貸
与
の
件
に
つ
い
て
は
、
即
決
出
来

な
い
。
意
見
が
あ
っ
た
旨
、
預
か
る
。 

十
四
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
を

会
社
主
催
で
行
う
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

会
社 

社
員
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
と
と
も
に
、
会
社
・

職
場
の
一
体
感
と
帰
属
意
識
を
高
め
る
た
め

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。 

組
合 

今
回
の
開
催
す
る
も
の
及
び
開
催
日

時
な
ど
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。 

会
社 

五
月
十
七
日
（
金
）
大
井
ふ
頭
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
計
画
し
て
い
る
。
参
加
者
は

全
社
員
を
対
象
と
す
る
。
交
通
費
及
び
詳
細

に
つ
い
て
現
在
検
討
中
。
決
定
次
第
通
達
で

お
知
ら
せ
す
る
。
ま
た
、
年
度
に
一
回
程
度

の
開
催
予
定
。 

 

十
五
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
変
更
す

る
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

会
社 

会
社
と
し
て
安
全
衛
生
管
理
体
制

を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
駅
務
管
区

を
単
位
と
し
た
安
全
管
理
者
、
衛
生
管
理

者
及
び
産
業
医
の
選
任
や
安
全
衛
生
委
員

会
の
設
置
を
行
う
こ
と
で
、
社
員
の
安
全

面
及
び
衛
生
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
充

実
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。 

組
合 

人
間
ド
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
も
含
む
か
。 

会
社 

オ
プ
シ
ョ
ン
も
含
む
。 

十
七
、
今
改
正
に
お
け
る
各
項
目
の
実

施
日
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。 

会
社 

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
お

け
る
コ
ア
タ
イ
ム
の
廃
止
」
及
び
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
休
暇
の
新
設
」
は
２
０
１
９
年
７
月

１
日
か
ら
施
行
し
、「
制
帽
の
複
数
貸
与
」
は

準
備
出
来
次
第
と
す
る
。 

十
六
、
３
６
協
定
等
の
労
使
協
定
の
締

結
単
位
を
駅
単
位
か
ら
駅
務
管
区
を
単

位
（
一
部
を
除
く
）
に
変
更
す
る
根
拠

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

会
社 

労
務
管
理
を
駅
務
管
区
単
位
で
行
う

当
社
の
組
織
体
制
に
あ
わ
せ
、
３
６
協
定
等

の
労
使
協
定
の
締
結
単
位
を
駅
務
管
区
に
変

更
す
る
こ
と
と
し
た
。 

組
合 

３
６
協
定
の
ル
ー
ル
な
ど
を
周
知
徹

底
さ
せ
て
欲
し
い
。 

会
社 

周
知
さ
せ
て
い
く
が
、
社
員
自
ら
も

学
習
し
て
欲
し
い
。 

組
合 

安
全
衛
生
管
理
体
制
は
エ
リ
ア
が
広

く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
管
理
が
複
雑
に
な
り

時
間
が
か
か
る
と
思
う
。 

会
社 

実
際
、
管
区
は
広
い
の
で
巡
回
な
ど

に
時
間
が
か
か
る
が
安
全
管
理
者
と
産
業
医

な
ど
と
調
整
し
進
め
て
い
き
た
い
。 


